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~計画的行動理論 (TPB: Theory of Planned Behavior) を用いた、
ダイエット行動のメカニズムの解明~
Why do female college .students control their weight? (1): 
The use of the Theory of Planed Behavior to clarify the mechanisms 






In this series of studies，也epurpose is to d間出eweight co甜 01(WC) based on the Theory of 
P1anned B巴havior(TPB). Two hundてedsand ninety seven female col1ege stude凶叩sweredques司
tio=aires. 
In Study 1， pass analysis revea1ed that the previous studies about desire for weight 10ss w巴，re
associated wi也 subj巴ctive. norms under the framework of theτ'PB. 
In Study n， pass ana1ysis also revea1ed that subjective norms and 副itudespredicted intensions， 
and that attitudes， perceived behavioral control and int巴nsionsdid the behavior of WC. 
The current results show that也eTPB can account for the behavioral mechanisms of WC. 
Key word : weight co出 01，the百leoryof Pla=ed Behavior， subjective norm， desire for weight 10ss 
I はじめに
本研究「女子大学生はなぜ、ダイエットをするのか?~計画的行動理論 (TPB : Theory of 




















すという報告は日本においても海外においてもなされている (eふ Daee，Robinson， Lawson， 










































National Institute of Mental Health(NMH)が2000年4月に開催した摂食障害の予防につい





3 計画的行動理論 (TPB:Theoryof Planned Behavior) 
3 -1 . TPBの発展
















































































目についてどの程度自分自身の考えに当てはまるかを r1 :まったくそう思わないJ~ r 5 : 
非常にそう思う」の 5件法で回答を求めた。
(c)統計解析(研究Eと共通)
分析には、統計ソフト SPSS10.0J for windows (SPSS Inc.， 2001)およびAmos4.01J










Table 1-1 身体的不満足感に関する項目の因子分析結果 (α=.90，N=297) 
項目 負荷量
4. 自分の身体が好きではない .87 
6. 自分の身体に自信がない .86 
3.他の人に比べて自分の身体は醜い .81 
2. 自分の身体の形状は明らかに改善すべきである .79 
1.自分の身体にある程度満足している .72 
5. 自分の現在の身体で十分である .60 





















2. テレピなどで減量に成功したというのを開くとうらやましい .91 

















FitIndex; X2(10)=29.53，p<.01 ;GFI=.975; CFI=;907;RMSEA=.081 
誤差項は省略、表示は標準解・最小二乗法による推定
***のついたパスは0.1%水準、料は1%水準で有意




2002 ; Tanaka， 1987 ;豊田， 1992)。一方で、f値は仮説を棄却することができず、 RMSEAは.

















































































































Fit Index: X 2(2)=15.581，p<.001 ; GFI=.979; CFI=.898 ;RMSEA=.151 
誤差項は省略、表示は標準解・最小二乗法による推定
料*のついたパスは0.1%水準、 tl:t10%水準で有意





































































つながるとされ (Levine，Smolak， Moodey， Shuman & Hessen， 1994; Stice， Hayward， 
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